
 

校長のリーダーシップ、ミドルリーダーを中心とした組織的な取組 
 

 

次のことに取り組みましょう 

□ 全教職員で全国学力・学習状況調査の結

果分析及び改善策の検討を行う。 

□ 公開授業で明らかになった課題を、次の

公開授業で検証するなど、短いスパンで検

証改善サイクルを機能させた教育活動の質

の向上を図る。 

目指す子       子ども像の共有、系統性を踏まえた指導の組織的な 

           展開 
   

 

 小学校 中学校 

Ｒ３日高管内 38.5％ 42.9％ 

Ｒ３北海道 63.0％ 70.0％ 

Ｒ３全国 59.1％ 65.0％ 

 

 
  

日高教育局義務教育指導班 

「令和４年度日高管内教育推進の重点」の具現化 

 

算数・数学科における言語活動の充実 
 

望ましい学習習慣、生活習慣の確立に向けた 
学校と家庭・地域との連携 

 

 

 

 

 

検証改善

サイクル

の確立

授業改善

小学校と

中学校が

連携した

取組の充実

望ましい

学習習慣

の確立

【参考】 

令和３年度全国学力・学習状況調査報告書 小学校算数 P46～51 中学校数学 P38～40 

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例 中学校 P９～10 

【参考】令和３年度全国学力・学習状況調査北海道版結果報告書 

P23～25 

 

【参考】令和３年度全国学力・学習状況調査北海道版結果報告書 P４～７ 

【参考】令和３年度全国学力・学習状況調査北海道版結果報告書 P26～28 

 

日高管内では、学力向上に向けた
検証改善サイクルの確立に課題があ
ります。 
校長のリーダーシップの下、学校

運営の状況や課題を全教職員で共有
し、各種データ等を効果的に活用す
るなど、検証改善サイクルを確立・
機能させ、教育活動の質を高めるこ
とが大切です。 

 日高管内では、学校の授業だけではなく、

家庭学習と関連付けることにより、数学のよ

さに気付き、算数・数学で学習したことと日

常生活との関連について理解を深め、算数・

数学を主体的に生活や学習に生かそうとする

など、数学的に考える資質・能力を育成する

機会を増やすことが大切です。 

次のことに取り組みましょう 
□ 小・中学校合同研修等において、例えば、小「Ａ 数と
計算」、中「Ａ 数と式」の内容について、交流し、義務教
育９年間を通して、児童生徒に身に付けさせたい資質・能
力を明確にした授業研究を進める。 

□ 小・中学校が連携した相互参観や協議等を通して、数学
的活動のねらいや内容を整理し、学習内容の系統性を踏ま
えた授業改善を図る。 

日高管内では、小・中学校が教科の教育課程の
接続や、教科に関する共通の目標設定など、教育
課程に関する共通の取組に課題があります。 
教科の系統性を踏まえた教育課程や指導方法な

どの接続を確かなものにするなど、小中連携に向
けた取組の質を高めることが大切です。 

近隣等の小・中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定など、教育

課程に関する共通の取組を行った 

次のことに取り組みましょう 

□ 児童が、面積を求めようとする図形の辺の長さや
位置関係、分かっている図形の辺の長さや位置関係
等の図形を構成する要素を捉え、児童が、面積の求

め方について筋道を立てて説明できるようにするこ
とが大切です。 

（学習活動の例） 

   台形の面積を求める公式を導くために、等積変形
する際、変形する前の図形と変形した後の図形の関
係を説明する活動 等 

日高管内の小学校で
は、図形の構成の仕方
を捉えて、面積の求め
方を説明することに課
題があります。 

□ 生徒が、事柄が一般的に成り立つ理由を、構

想を立てて説明する場面を設定し、文字式や言
葉を用いて根拠を明らかにできるようにするこ
とが大切です。 

（学習活動の例） 
  「Ａ 数と式」の文字式や言葉で説明できた問
題の条件を変えて考察し、それを振り返った

り、共通の性質を見いだしたりする活動 等 

 日高教育局では、令和３年度全国学力・学習状況調査の結果及び各学校の算数・数学科の特質を踏まえた授業改善の参考にしていただくため、本資料を作成しました。 
本資料は、「検証改善サイクルの確立」「授業改善」「望ましい学習習慣の確立」「小学校と中学校が連携した取組の充実」の４つの視点で分析された「令和３年度全国学力・学習状況調査 北海道版結果報告書」に基づき、日高管

内の状況を踏まえ、各学校で取り組む内容を整理したものです。 
各学校の校内研修等において、本資料を活用し、授業改善の充実に努めてください。 

次のことに取り組みましょう 
□ 「家庭学習の手引き」を活用し、学ぶ意義や目的を、児童生徒に
例を示して説明する。 

□ 発達の段階に応じて、基礎的・基本的な知識や技能の定着を図る
宿題の取組に加えて、自分の学習状況を把握し、計画的に学習する
自主学習の取組を取り入れ、段階的に質や量の充実を図る。 

・宿題の例･･･計算練習、身の周りにあるものの形などの調べ学習 等 
・自主学習の例･･･Google フォームで学級の友達にアンケートをとり、結 

果をグラフにしたり、結果を考察したりする取組 等 

日高管内の中学校で
は、事柄が成り立つ理由
を、構想を立て、根拠を
明確にして説明すること
に課題があります。 


